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8月の主な活動
 1日 青年委員会四役会議

 3～6日
  平和行動in広島

 4日 第4回地協代表者会議

 8～11日
  反貧困キャラバン

 11日 土曜相談会

 16～17日
  街宣行動（佐渡地内）

 22日 第10回四役会議
  第7回青年委員会
  第4回県議会議員懇談会

 29日 第10回執行委員会

身近な環境から取り組み
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い

社
会
環
境
を
つ
く
る

自
然
環
境
の
再
生
活
動
に
参
加

連
合
新
潟
高
齢
者
協
議
会

結
成
二
〇
年
の
あ
ゆ
み
を
祝
う

　

連
合
新
潟
男
女
平
等
委
員
会

は
七
月
一
四
日
、
新
潟
市
・
万

代
市
民
会
館
で
「
男
女
平
等
研

　

七
月
二
一
日
〜
二
二
日
粟
島

で
、
青
年
委
員
会
は
「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
一
二
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
青
年
組
合

員
の
学
習
・
交
流
を
図
る
場
と

し
、
今
回
は
「
使
い
捨
て
カ
イ

ロ
を
利
用
し
た
藻
の
再
生
に
と

り
く
も
う
」
を
学
習
の
テ
ー
マ

に
、
単
組
・
地
協
か
ら
二
二
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
海
遊
び
と
島
周

遊
の
二
班
に
分
か
れ
夏
の
粟
島

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

晴
天
下
の
海
、
山
の
景
色
は

と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
充
分
に

自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
民
宿
で
の
交
流
懇

　

七
月
二
四
日
新
潟
市
・
東
映

ホ
テ
ル
に
お
い
て
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
島
舎
人
会
長
は
「
組
織
拡

大
を
進
め
る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
総
連

Ｏ
Ｂ
会
新
潟
県
協
議
会
の
加
盟

は
敬
意
を
表
し
た
い
。
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
に
つ
い
て

は
、
医
療
・
介
護
の
制
度
に
充

実
を
求
め
る
な
か
で
、
高
齢
者

は
世
代
格
差
を
考
え
な
が
ら
、

新
た
な
負
担
を
甘
受
し
、
分
か

ち
合
う
心
を
持
ち
た
い
。
健
康

修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
男
女
間
の
さ
ま
ざ

ま
な
格
差
を
な
く
し
、
お
互
い

に
働
き
や
す
い
職
場
・
社
会
を

め
ざ
す
た
め
に
、
労
働
組
合
の

役
員
を
含
め
て
現
状
を
再
認
識

し
、
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
よ

う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
「
新
潟
県
男
女
共

同
参
画
計
画
の
内
容
、
進
捗
状

況
お
よ
び
課
題
」
と
題
し
て
、

新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部
男

女
平
等
社
会
推
進
課
の
畠
山
課

長
か
ら
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

指
標
か
ら
見
る
新
潟
県
内
の
状

況
、
現
在
改
訂
中
の
「
男
女
平

等
推
進
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
連
合
本
部
・
男
女
平
等

局
の
中
島
局
長
か
ら
は
「
労
働

組
合
に
お
け
る
男
女
平
等
参
画

の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、「
日

本
全
体
の
危
機
的
状
況
か
ら
、

男
女
平
等
社
会
の
実
現
は
日
本

を
救
う
こ
と
と
同
義
で
あ
る
」

と
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

日
本
の
社
会
に
働
き
や
す
い

職
場
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に

は
、
企
業
側
の
理
解
と
努
力
が

必
要
で
す
。
企
業
側
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

労
働
組
合
も
そ
の
一
翼
を
担
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
労

働
組
合
自
体
も
女
性
の
参
画
が

ま
だ
ま
だ
で
す
。
ま
ず
自
分
の

組
織
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

連
合
新
潟
は
男
女
が
共
に
働

き
や
す
い
職
場
の
確
立
と
、
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
と
充
実
し

た
生
活
の
両
立
、
そ
れ
を
支
え

る
政
策
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
、
労
働
組
合
女
性
役

員
配
置
の
条
件
整
備
や
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

親
会
は
、
粟
島
の
海
の
幸
を
囲

ん
で
組
合
員
同
士
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
講
師
に
粟
島
漁
協

の
神
蔵
幸
雄
さ
ん
、
渡
辺
栄
さ

ん
を
迎
え
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

を
使
っ
た
藻
場
再
生
活
動
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

近
年
の
粟
島
は
地
球
温
暖
化

や
鉄
分
の
不
足
に
よ
り
ア
ワ
ビ
、

サ
ザ
エ
の
漁
獲
量
が
激
減
し
て

い
る
こ
と
や
、
カ
イ
ロ
を
加
工

し
て
海
に
入
れ
る
こ
と
で
藻
が

再
生
し
、
魚
や
貝
の
餌
と
な
り
、

漁
獲
量
の
増
加
に
つ
な
が
る
説

明
を
う
け
、
そ
の
後
「
鉄
炭
団

子
」
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
「
鉄
炭
団
子
」
は
カ
イ
ロ
の

中
身
に
ク
エ
ン
酸
と

水
を
混
ぜ
団
子
状
に

し
て
乾
燥
さ
せ
た
も

の
で
、
今
回
は
カ
イ

ロ
か
ら
中
身
を
出
す

作
業
と
、
団
子
を
作

る
作
業
そ
れ
ぞ
れ
一

時
間
ず
つ
の
体
験
で

し
た
が
、
藻
場
の
再

生
に
つ
い
て
の
難
し

さ
を
実
感
し
、
ま
た

活
動
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

有
意
義
な
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な

り
ま
し
た
。

第22回
新潟県勤労者駅伝大会
期　日　2012年９月15日（土）
場　所　東北電力ビッグスワンスタジアム

　　　　新潟県スポーツ公園内コース
種　目　24.4Km　６人リレー
スタート　11時30分

● 申込み締め切りせまる ●

2012年８月31日（金）必着
所定の用紙に記入の上、郵送で

申し込んで下さい。
詳しくは連合新潟ホームページへ

構成組織・地協
女性代表者会議

日　時　2012年9月1日（土）
 11：00～14：00
場　所　新潟市・
　　　　万代シルバーホテル

第17回 ユースラリー
日　時　2012年９月22日（土）
　　　　13：00　新潟駅南口集合
テーマ　 新潟の「ものづくり」をみ

て回り新潟の魅力を再発見
する

内　容　 新潟造船㈱と今代司酒造㈱
２工場の見学と意見交換

年
齢
を
伸
ば
し
、
連
合
新
潟
や

各
構
成
組
織
の
協
力
で
、
組
織

の
拡
大
を
図
り
、
名
実
共
に
生

涯
組
合
員
構
想
を
実
現
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
結
成
二
〇

年
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
田
知
事
を
は
じ
め
多
く
の

来
賓
と
関
係
議
員
、
連
合
新
潟

の
各
産
別
や
地
協
な
ど
二
五
〇

人
が
参
加
し
、
交
流
と
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。



※お届け出来ないエリアもありますのでご了承ください。
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再生可能エネルギーに高まる関心

今年はフラダンスグループも参加

平和の願いを乗せて

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
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『
ブ
レ
る
』
と
い
う

言
葉
を
聞
く
と
何
と

な
く
悪
い
イ
メ
ー
ジ
。

『
揺
ぎ
な
い
信
念
を

持
っ
て
。』
と
言
う
と

格
好
良
く
て
好
感
度

ア
ッ
プ
。

し
か
し
、
揺
る
ぎ
な
い
信
念
を

持
っ
た
依
怙
地
な
人
は
第
三
者

の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を

知
り
ま
せ
ん
。

近
年
ブ
レ
な
い
こ
と
が
一
種
の
ス

テ
ー
タ
ス
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
柔
軟
な
思
考
、
臨
機
応
変

な
発
想
、
か
く
あ
れ
と
決
め
付
け

な
い
姿
勢
。
そ
う
い
う
も
の
こ
そ

が
今
の
時
代
に
は
大
切
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

緯
度
と
時
代
が
変
わ
れ
ば
善
悪
の

基
準
も
変
わ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

本
当
の
意
味
で
の
中
庸
と
い
う
も

の
を
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

自
分
の
考
え
を
持
ち
つ
つ
中
庸
に
生

き
る
。
難
し
い
も
の
で
す
ね
。 （
宇
）

土曜相談会 ９月は８日に開催

Ｂ
なつかしくてやさしい味

　ちまたで評判の“たなべの〈かりん糖〉”まだ食した事のない
方はぜひどうぞ！
　先ず驚くのは、そら豆と同等のビ
ッグサイズ（長さ12cm、幅３cm、
厚さ１cmほど）で食べ応え感抜群。
菜種油でカラッと揚げて、適度のサ
クッと感＆しっとり感で素朴な味
わい。
“たなべの〈かりん糖〉”が雑誌や
ブログで取り上げられ、〈かりん糖〉は
通販や駅などでも購入ができますが、加
茂市のお店は、昔ながらの懐かしいふる
さとの味あふれる老舗のお菓子舗さん
です。

　“たなべの〈かりん糖〉”１袋（10本入）・・350円

　　　田辺菓子舗
　　　　住所／加茂市若宮町１-５-１　　電話／0256-52-0615

（連合県央地域協議会　事務局長　佐藤　春男）

7月のホームページ・アンケート結果発表
質問： 　震災がれきの受け入れについてどちらかといえば賛

成する。
　震災がれきの受け入れについては賛否両論あるところです。
連合は被災地の一刻も早い復興に向けて、震災がれきの受け
入れを全国の都道府県へ要望しています。たしかに放射能に
よる影響は慎重にならざるを得ません。安全・健康確保のた
めの基準や放射能による影響についてしっかり理解、確認し
たうえでの判断が必要です。
　８月のHPアンケートは、最低賃金（時給）に関する質問
です。投票お待ちしています。

　

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
七
月
二
一
日
勤
労
福

祉
会
館
に
て
新
潟
県
内
の
環
境

政
策
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
、
農
林
水
産
省
で

実
施
し
て
い
る
小
水
力
発
電
に

つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
齋
藤
代

表
（
連
合
新
潟
）
は
「
今
回
は

環
境
と
い
う
テ
ー
マ
を
切
り
口

に
学
習
会
を
企
画
し
た
。
東
日

本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所
事

故
、
な
ら
び
に
電
力
不
足
に
よ

る
節
電
な
ど
に
よ
っ
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
運

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
新
潟
県
地
球
環
境
対

策
室
・
米
田
室
長
か
ら
は
、
新

　

長
岡
市
の
柿
川
沿
い
に
あ
る

平
和
の
森
公
園
で
「
平
和
の
森

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
七
月
三
一
日

一
八
時
三
〇
分
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

平
和
へ
の
願
い
を
歌
に
乗
せ
、

今
年
で
第
一
八
回
を
迎
え
ま
し

た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
祈
り
と

絆
」。
柿
川
は
空
襲
で
多
く
の

人
が
逃
げ
込
み
、
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
戦

争
の
記
憶
を
結
晶
さ
せ
、
平
和

へ
の
祈
り
と
鎮
魂
の
場
と
し
て

作
ら
れ
た
の
が
、「
平
和
の
森

公
園
」
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
年
三
月

に
長
岡
市
と
米
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ

ル
ル
市
で
姉
妹
都
市
締
結
を
し

た
こ
と
を
記
念
し
、長
岡
市
内
・

県
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
が

潟
県
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く
、

各
分
野
の
施
策
や
地
球
温
暖
化

防
止
の
取
り
組
み
（
ノ
ー
レ
ジ

袋
、
ノ
ー
白
熱
電
球
、
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
な
ど
）
に
つ
い
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
農
林
水
産
省
農
村
整
備

官
・
小
野
寺
補
佐
か
ら
は
、
小

水
力
発
電
所
の
特
徴
や
設
置
状

況
と
今
後
の
可
能
性
、
さ
ら
に

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
取
制
度
に
つ
い
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
山
口
副
代
表
（
総
合

生
協
）
か
ら
「
今
後
も
食
と
環

境
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
学
習
会
を
開
催
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
の
第
一
次
産
業
、
食

の
安
全
・
安
心
、
地
球
環
境
の

保
全
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
理

平
和
へ
の
願
い
を
歌
に
の
せ中

越
地
協

平
和
の
祈
り
を
川
面
に
浮
か
べ
て

新
潟
地
協

地
域
か
ら
の
活
動
を

　
一
〇
〇
〇
万
連
合
実
現
へ
展
開

解
を
深
め
る
運
動
を
引
き
続
き

「
新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

　

八
月
三
日
新
潟
地
協
恒
例
の

信
濃
川
と
う
ろ
う
流
し
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
ま
つ
り
の
協
賛
行
事
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
、
と
う

ろ
う
流
し
に
参
加
し
て
か
ら
民

謡
流
し
を
見
物
す
る
と
言
う
家

族
連
れ
や
、
浴
衣
姿
の
女
性
、

そ
し
て
仕
事
を
終
え
駆
け
つ
け

た
組
合
員
に
、
地
協
の
青
年
女

性
委
員
が
と
う
ろ
う
に
火
を
と

も
し
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う

家
族
は
、
願
い

事
を
書
い
て
静

か
に
流
れ
に
乗

せ
、
ゆ
れ
な
が

ら
進
む
明
か
り

を
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

　

川
面
は
風
で

波
立
ち
、
思
う

よ
う
に
流
れ
な

い
と
う
ろ
う
を
、

新
潟
地
協
の
幹

事
の
方
々
が
長

い
棒
で
、
一
生

懸
命
な
が
れ
に

誘
導
し
て
い
ま

　

八
月
四
日
新
潟
市
・
ガ
レ
ッ

ソ
ホ
ー
ル
で
第
四
回
地
協
代
表

者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

六
月
の
県
央
地
協
委
員
会
で

議
長
に
就
任
し
た
宮
口
貴
章
議

長
（
基
幹
労
連
）
よ
り
、
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
組
織
関
係
、
政

治
関
係
、
労
福
協
・
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
関
係
な
ど
に

つ
い
て
論
議
を
し
ま
し
た
。

　

組
織
関
係
で
は
、
一
〇
〇
〇

万
連
合
実
現
プ
ラ
ン
の
達
成
に

向
け
て
、
各
地
協
の
取
り
組
み

ワ
ー
ク
」
で
担
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
ゴ
ス
ペ
ル
の
歌

声
を
披
露
し
ま
し
た
。
約
一
〇

〇
〇
人
の
来
場
者
は
音
楽
に
合

わ
せ
、
手
拍
子
を
し
て
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

し
た
。

　

万
代
橋
上

で
は
、
民
謡

流
し
が
始
ま

り
、
遠
く
に

は
新
潟
甚
句

の
メ
ロ
デ
ィ

が
祭
り
と
一

体
に
な
り
、

平
和
で
幸
せ

な
情
景
が
繰

り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

状
況
に
つ
い
て
報
告
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

政
治
関
係
で
は
、
国
政
選
挙

に
つ
い
て
の
現
状
と
、
来
年
任

期
満
了
を
迎
え
る
衆
議
院
総
選

挙
に
対
し
、
解
散
も
視
野
に
い

れ
た
連
合
新
潟
と
し
て
の
体
制

の
確
立
と
対
策
、
ま
た
県
知
事

選
挙
の
対
応
に
は
今
後
の
状
況

を
見
て
検
討
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

労
福
協
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
関
係
で
は
、
県
労
福

協
の
山
田
専
務
理
事
と
小
野
塚

事
務
局
長
か
ら
、
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
要
請
と
反

貧
困
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
報
告
や
、
六
月
に

開
所
さ
れ
た
新
潟
・
中
越
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

新
地
協
に
移
行
し
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
、
佐

渡
を
除
く
六
地
協
に
地
区
労
福

協
が
設
置
さ
れ
、
体
制
も
整
い

地
域
の
拠
点
と
し
て
、
更
な
る

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。


